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第2章
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装着の手順

マザーボードには、ユーザーの要望に応えるよう設定するためのジャンパーがあります。コンピューターをセットアップするためには、以下の装着ステップにしたがって下さい：1)システムのジャンパーの設定、2)RAMモジュールの装着、3)CPUの装着、4)拡張カードの装着、5)デバイスの接続、6)BIOS機能のセットアップ、7)ソフトウェア・ユーティリティのセットアップ
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ご注意：シャーシに電気ドリルを用いてマザーボードを取りつける場合には、静電気防止リストストラップを身につけて下さい。電気ドリルのトルクは、チップピンの損傷を避けるために、5.0 kg/cmから8.0 kg/cmまでのものを推奨します。

1) ジャンパー・スイッチの設定

ジャンパー

ジャンパーは、システムの動作モードを設定するために使用します。ジャンパーのセットは、必要な設定内容にしたがって、黒色のキャップをジャンパーにかぶせます。黒色のキャップがピンにかぶせられている場合、ショート状態になっていると言うことができます。このマニュアルで使用されているジャンパーの種類は、以下の通りです。
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注意：このマニュアルで記述されていないジャンパーについては、ユーザーは変更しないで下さい。不適切なジャンパー設定は、システムのパフォーマンスに悪影響を与えます。

クイック・レファレンス(ジャンパー)
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クイック・レファレンス(コネクタ)
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マザーボード上での
機能表示と
ページ

CPW
Clear Password
2-5

SW1-6
Clear ROM Type Select
2-5

EP1/2
Flash ROM Type Select
2-6

DIMM1/2/3
DIMM 1/2/3 Socket
2-7

Socket 7
CPU Socket 7
2-9

S2-1-/2/-3
CPU to Bus Freq. Ratio Select
2-10

S2-4/-5/.../-10 
CPU/SDRAM/AGP Freq. Select 
2-10

S1-1/-2/.../-5 
CPU Voltage Select 
2-11

ISA 
ISA Bus Expansion Slot (16-bit) 
2-12

PCI1/2/3/4
PCI Bus Expansion Slot (32-bit)
2-12

AGP 
AGP Bus Expansion Slot (32-bit) 
2-12

AMR
Audio Riser Card Slot (optional) 
2-13

AT-KB
AT Keyboard Connector 
2-14

COM1/2
Serial Port 
2-14

USB1/2 
Universal Serial Bus Connector
2-15

CPU_FAN 
CPU Fan Connector 
2-16

LPT 
Printer Connector 
2-16

FDD Floppy
Disk Drive Connector 
2-17

RPW_CON 
Remote Power Connector 
2-17

PRIMARY/



SECONDARY
IDE HDD Device Connector 
2-18

POWER 
ATX Power Connector 
2-18

IR 
Infrared Connector 
2-20

CHASSIS 
Chassis Intrusion Alarm Connector 
2-20

Front Panel Block



Connector 
Connectors to Front Panel 
2-21

パスワードのクリア：CPW

このジャンパーでパスワードを有効・無効にできます。BIOSレベルでのパスワードを忘れてしまった場合にスイッチを調節して下さい。
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フラッシュROMの選択：EP1,EP2

この2つのジャンパーで、フラッシュROMチップのタイプを設定できます。このジャンパー設定はメーカーによって正しく設定されています。マザーボードの装着されているフラッシュROMのタイプを知るには、チップからステッカーをはがすと読みとれます。
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電源タイプの選択：PWR

このジャンパーで、お使いの電源タイプを選択できます。マザーボード上には、AT、ATX両方のコネクタがあります。どちらか１つしかない場合、ジャンパーはメーカーによって設定済です。
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2) RAMモジュールの選択

SDRAMメモリ

コンピュータの作業空間こそがRAM(ランダム・アクセス・メモリ)です。データがRAMにロードされない限り、システムはデータを処理できません。メモリ容量が増加すれば、コンピュータの作業メモリは増加し、全体のパフォーマンスが向上します。すべてのファイルがRAMエリアに格納できるわけではないので、システムは時にはデータを分割します。つまり、システムが必要とするデータがRAM上にないと、データのバランスを回復するためにディスクにアクセスしなければなりません。

RAMへのアクセスが素早く行われるのに対して、ディスク・ドライブへのアクセスは遅いものになります。オンボードのRAMは、3つの168ピンDIMM(デュアルイン・メモリ・モジュール)からなっています。いずれのDIMMソケットも、3.3ボルト(アンバッファ)のデータ・アクセス・タイム12ns、10ns、8ns以下のEDO DRAM、あるいはライトニングファストSDRAMを、最大256MBまでサポートしています。

DIMMを100MHzで動作させるには、PC100を満たしていなければなりません。よりよいパフォーマンスのために、同じ容量のDIMMを使用して下さい。最大メモリ容量は768MBです(このサイズのメモリ・モジュールはテストに使用できませんでした)。

PC100/133モジュールは、大切なタイミング・パラメータやチップ、モジュール・ベンダーに関するデータを含んだシリアルEEPROMからなっています。このことは、チップセットがEEPROM上で現存のシリアル・インターフェースに関する重要なタイミング・パラメータを読み込んで、モジュールを正しく認識することを保障するものです。モジュールの供給者は、これらの相違を詳細に理解しなければなりませんし、正しい情報を提供しなければなりません。このため、チップセットは、メモリを正しくコントロールするようにプログラムされています。SDRAMをアップグレードする前に、ディーラーによって装着されているＲＡＭのタイプとその速度を確認して下さい。このマニュアルで記述されている以外のメモリの混在は予期せぬ結果をもたらすことがあります。
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DIMMの装着と取り外し

本マザーボードは、100MHzのSDRAMをサポートしています。システム周波数を100MHzにセットした場合、PC100準拠のSDRAMを使用する必要があります。

DIMMの装着には以下の手順に従って下さい。

1.
マザーボード上のDIMMスロットにあわせます
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2.
両手でDIMMをDIMMスロットへ真っ直ぐに押し込みます。

3.
DIMMがスロットの底面に着くと、スロットのクリップが閉じてDIMMを固定します。

両手でクリップを押して、DIMMを取り外します。

キャッシュ・メモリ

本マザーボードは、512KB/1MB/2MBのシンクロナス3.3VパイプラインバーストSRAMをサポートしています。キャッシュ・メモリのアクセスはメイン・メモリに比べて非常に高速です。このためメイン・メモリに比べて5倍から10倍以上も速く、システムのパフォーマンスが向上します。
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3) CPUの装着

CPUモジュールはマザーボード上のZIF PGA370ソケットに装着します。
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警告：

1.
デバイスの装着・取り外しの前には、常にシステムの電源を切って下さい。

2.
常に電波干渉についての注意書きに目を通して下さい。このマニュアルの初めにある「取り扱い注意」を参照して下さい。

3.
チップの不適切な装着はチップに損傷を与える可能性があります。

CPUを装着するには、以下の通りにして下さい：

1.
CPUソケットそばのレバーを上げます。

2.
チップの端を持ち、ピンには触れないようにして下さい。

3.
CPUをソケットに置きます。チップには、チップを正しく合わせるためのノッチがあります。ノッチをソケットのピンノッチに合わせます。ピンノッチは、欠けている三角形の部分です。チップを強く押さないで下さい。CPUは簡単にソケットにはまります。

4.
CPUを固定するためにレバーを押し下げます。

5.
CPUのジャンパー設定については、以下のセクションを参照して下さい。

CPU/SDRAM/AGP周波数の選択：S2-4/-5/.../-10

以下の表は、SDRAM、AGP周波数と種々のCPU速度とのコンビネーションを表しています。
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100M | 100M | 33.3M | 66.6M | OFF | OFF | OFF | ON |OFF| ON| ON
100M 66M | 33.3M | 66.6M | OFF | OFF| ON| ON | OFF| OFF| ON
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CPUバス周波数：S2-1/-2/-3

これらのスイッチは、CPUバス・クロックの内部周波数の決定に用います。
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CPU電圧の設定：S1-1/-2/.../-5

本マザーボードがサポートしているCPU電圧(コア電圧)の一覧です。
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4) 拡張カードの装着

このセクションでは、拡張カードの拡張スロットへの取り付け方について説明します。拡張カードはプリント基板で、マザーボードと接続してシステムの運用力を向上させます。例えば、拡張カードは、ビデオやサウンド機能を提供します。

このマザーボードには、1つのAGPバス・スロット、1つのISAバス、4つのPCIバス・スロット、1つのAMR拡張スロット(オプション)があります。
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警告：

1.
デバイスの装着・取り外しの前には、常にシステムの電源を切って下さい。

2.
いつも電気器具使用の注意書きに目を通して下さい。このマニュアルの初めにある「取り扱い注意」を参照して下さい。
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拡張カードを装着するには、以下の通りにして下さい：

1.
コンピューターのカバーをはずして、空いている拡張スロットを選択します。

2.
シャーシからスロットカバーを取り外します。スロットカバーのネジを外して、コンピューターのシャーシから取り外します。スロットのカバーにネジをはめて置いて下さい。

3.
周辺カードの端を持って、慎重に拡張スロットにコネクターの端を合わせます。

4.
カードをスロットへ強く押し込みます。拡張カードの一方端を押し下げ、それからもう一方を押します。拡張スロットにきちんとはまるまで、この動作を繰り返します。

5.
ステップ2ではずしたネジを取りつけます。拡張カードが完全に水平になって拡張スロットに収まっていることを確認して下さい。

オーディオ・ライザ・カードの装着

本マザーボードは、オンボードのオーディオ機能を利用するためのAMRスロットをオプションで備えています。このライザ・カードでは、オーディオ・ケーブルの一方の端をCDドライブに接続するためのCD_IN1とCD_IN2コネクタを備えています。ライザ・カードはモデム機能を果たすことはできません。

5) ケーブル及び電源の接続

ATキーボード・コネクタ：AT_KB

101エンハンスト・キーボード、あるいは106Windows95キーボードをこのコネクタに接続します。
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シリアルポート・コネクタ：COM1、COM2

シリアル・マウスやモデムなどのシリアル・ポートを使用するシリアル・デバイスを接続できます。通常は、シリアル・マウスをCOM1に、FAXモデムをCOM2に接続します。
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USBコネクター：USB1、USB2

2組の2x5ピンには、2x5ホールプラグのデュアルポートUSB(下図右側)、あるいは1x4ホールプラグのシングルポートUSB(下図左側)を経由してUSBデバイスを接続します。
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コネクタの1ﾋﾟﾝには三角マークがついている1x4ホールプラグを、コネクタの2ﾋﾟﾝには三角マークがついている2x5ホールプラグを合わせて下さい。
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CPUファン・コネクタ：CPU_FAN

このコネクタは、プロセッサーの温度を低下させるためのCPUファンに接続します。
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プリンター・コネクタ：LPT

このコネクタには、プリンターを接続します。
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フロッピーディスク・ドライブ・コネクタ：FDD

この26ピンのブロック・コネクタは、マザーボードに附属のFFCケーブルを使用してフロッピーディスク・ドライブに接続します。ケーブルの一方の端をフロッピー・ディスク・ドライブ・コネクタに接続してから、もう一方の端に接続します。
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リモート電源コネクタ：RPW_CON

AT電源を使用している場合、この3ピン・コネクタによって、RPW_CONがオン(オフ)になっているとシステムの電源を入れる(切る)ことができます。3ピン・プラグになっているAT電源をこのコネクタに接続します。ATX電源をお使いの場合には、このコネクタは無視して下さい。ソフト・パワー・オフ機能はWindows95/98でサポートしています。
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IDEハードディスク・コネクタ：PRIMARY、SECONDARY

この2つのコネクタは、IDE用ハードディスク・ドライブ、CD-ROMドライブ、LS-120ドライブ、IDE用ZIPドライブに使用します。附属IDEハードディスク用リボン・ケーブルで接続します。一方の端をマザーボードに接続してから、もう一方の端をハード・ディスク・ドライブに接続します。間違った方向への装着を防ぐために、20ピンは取り外してあります。
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ATX電源コネクタ：POWER

このコネクタには、ATX電源を接続します。
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AT電源コネクタ：POWER

この12ピン・ブロック・コネクタは、標準5v電源を接続します。コネクタの表面にはP8、P9、2つのマークがあります。P8プラグはP8に、P9プラグはP9に装着して下さい。AT電源を使用している場合には、11ページのPWRジャンパーの部分をご覧下さい。
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赤外線通信コネクタ：IR

この5ピン・コネクタにより、IRデバイスを接続して、IR機能に対応している別のシステムにデータを転送することができます。このモジュールは、IR機能をサポートしているケースの表面に設置されています。
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システムシャーシ移動警告コネクタ：CHASSIS

この3ﾋﾟﾝによって、ケースが移動したとき、LDCMをサポートしているOSやケースに警告メッセージを出させることができます。
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この機能は、光学式、あるいは機械式のどちらかです。機械式移動警告ケースを購入された場合には、このマザーボードで使用できるかどうか、ベンダーに詳しくお尋ね下さい。

フロントパネル固定コネクタ

このブロック・コネクタには、フロントパネル上のIDE用表示灯、電源用表示灯、リモート電源ボタン、メッセージ表示灯、サスペンド・ボタン、リセット・ボタン、スピーカーを含んでいます。スピーカーや表示灯のプラグ配線の極性を判別して下さい。これらのものを購入して取りつける場合には、ベンダーにご相談下さい。ボタンのプラグ配線極性は、作動に影響を与えません。
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電源用表示灯(A)には、システムのオン・オフを表示するシステム電源表示灯を接続します。サスペンド・モードに入ると、点滅します。

リモート電源ボタン(B)には、リモート電源(ソフト・パワー)スイッチを接続します。このスイッチを押すと、電源のスイッチをオン・オフすることなく、システムをイン・オフします。

メッセージ表示灯(C)には、メッセージ表示灯を接続します。システムが正常に動作しているときには、消灯しています。OS、あるいはアプリケーション・ソフトによりコントロールされています。

サスペンド・ボタン(D)には、サスペンド・モード・スイッチを接続します。

リセット・ボタン(E)には、リセット・スイッチを接続します。このボタンを押すと、電源スイッチをオン・オフせずに再起動します。

スピーカー(F)には、ケースのスピーカーを接続します。

IDE用表示灯(G)には、IDE用デバイス表示灯を接続します。ハードディスクにアクセスしているときに点滅します。
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